
平成２３年７月１日発行 

 当支部の平成２３年度事業計画等が評議員会にて決定しましたので、坂

本支部の活動を区民のみなさんに知っていただくために、主な内容をご紹介

します。 

今年度も区民のみなさんがいつまでも健康で生きがいをもち、喜びと、安心

をお届けできるよう、地域福祉活動に取り組んでいきます。 

（基本事業） 

支部だよりは、皆さまから頂いた会費で発行しています。中津川市社会福祉協議会坂本支部 

・身近な地域で乳幼児の遊び

や情報交換の場をつくり、交

流を深めます。 

・高齢者サロンへの参加や、

通学路のごみ拾いなど地域の

中でボランティアを体験しま

す。 

・障がい児の親の会の支援

や、子育て相談会など地域で

子育てを応援します。 

 

新 
子ども健全育成事業 

子 育 て 支 援 に 力 を 入 れ ま

す！！ 

地域行事などを通じて子ども

の健全育成を図ります。 

         平成２３年度 子育てサロンの日程 

■１回目 ７月１２日（火）１０:００～ 定員２７名   

  調理実習あり（炊飯体験など） 

■２回目 ９月 １日（木）１０:３０～ 定員なし    

  読み聞かせ 

■３回目 ９月１３日（火）１０:００～ 定員２７名   

  調理実習あり（ごますり体験など） 

■４回目 １１月８日（火）１０:００～ 定員２７名   

  調理実習あり （生活リズムの大切さを学ぶ） 

■５回目 ２月１４日（火）１０:００～ 定員２７名   

  食育に関するゲーム 

お子さんと一緒に是非、ご参加ください。無料（対象年齢１歳～３歳） 

お問い合わせ先：はなのきセンター ６８—６８４６ 

        坂本事務所      ６８—２００１ 



（基本事業） 

（基本事業） 

写真は昨年度のものです。 

 お弁当のお届けや見守

り活動を行います。 

 お弁当は、各地域から

選任された福祉協力員の

皆さんの手作りです。 

 地域の身近なところ

に高齢者のふれあいの

場をつくり、孤立や閉

じこもりを予防しま

す。 

    平成２３年度 福祉協力員会議を開催しました。 
  

 ５月１６日福祉協力員会議を開催し、 

社協坂本支部長より各福祉協力員さん 

に委嘱書を手渡ししました。 

 また、福祉協力員支部長、副支部長が 

選任されました。 

 支部長  熊谷 律子さん 

 副支部長 新田 康子さん 

１年間よろしくお願いいたします。 

上部写真は昨年度のものです。 



（自主事業） 

●麦の穂フェスティバルの様子 

（自主事業） 

●地域ネットワーク事業の様子 

●親子体験の様子 

 人と人とのふれあいを大切に

し、更に交流を深めることを目

的 と し、坂 本 三 園（坂 本 幼 稚

園・保育園、めぐみ保育園）や

麦の穂学園、老人クラブ、学童

保育所などへの助成を行ってい

ます。 

 地域の絆を大切に

し、コミュニティの

活性化、親睦と交流

を推進します。 

写真は昨年度のものです。 

写真は昨年度のものです。 

    平成２３年度 三園交流会を開催しました。 
  

 ６月１４日三園交流会が開催され、 

めぐみ保育園、坂本保育園、坂本幼稚園の 

子どもたちが交流しました。交流会では、 

人形劇団「むすび座」の公演もありかわいい 

人形劇に子どもたちは大喜びでした。 

●三園交流会の様子 

上部写真は昨年度のものです。 



上記に紹介した事業のほか、 

 ◆地域生活あんしん事業（基本事業） ◆支部だよりの発行（基本事業） 

 ◆在宅福祉援護事業（自主事業） ◆児童と高齢者通信交流事業（基本事業） 

 ◆一人暮らし高齢者歳末ふれあい食事交流（基本事業） 

など、全部で１１事業を実施しています（基本事業：６、自主事業：５）。 

（自主事業） 

 今年度は東日本大震災を受け、防災に関する意識を高めていただ

くため、７月に災害ボランティア講演会を下記のとおり開催しま

す。講師として、実際に現地でボランティア活動をされた防災市民

会議の方を講師にお招きし、現地で体験したことなどをお話してい

ただきます。震災に強いまちにするため、みんなで考えていきま

しょう。 

 

日時：7月25日（月）19：０0～21：00（予定） 

場所：坂本公民館ホール 

講師：中津川市防災市民会議 

主催：社協坂本支部、坂本地区区長会、坂本民児協 

後援：中津川市坂本事務所 

  ※詳細はチラシをご覧ください。 

災害ボランティア講演会を開催します！ 

 坂本ふれあい施設（はな

のきセンター）で開催する

三世代交流事業に助成を

し、児童と高齢者がふれ

あうきっかけをつくります。 

  

写真は昨年度のものです。 


